


上郷小学校 教育目標





・幼・保・小連携推進（近隣幼稚園・保育園との連絡・連携）

・横浜型小中一貫教育の活動
（上郷中ブロック・・上郷中・庄戸小・上郷小）

→ 子どもサミット・合同授業研究会など、
さまざまな活動を連携して行っています。

・地域の方々との連携
・学年に応じた出前授業や校外学習

「授業」のつながり 「人」のつながり 「学びの場」のつながり



５月25日（土）第19回 運動会

11月 9日（土）上郷音楽会
児童会スローガンのもと、子ども達が力を発揮できる

よう支援していきます。

令和6年度 児童会スローガン



【特別活動の様子・行動の様子】
趣旨やねらいに対しての実現状況

十分に満足できる＝○

【総合的な学習の時間の様子・外国語活動
の様子・総合所見（学年末のみ）】

各教科・道徳・特別活動・行動など学校生活全
体にわたって見られる子どもの様子が書いてあり
ます。

総合的な学習の時間は３年生以上、外国語活
動の様子は１～４年生です。高学年の外国語は
教科の評価になります。

令和２年度より、各教科の目標及び内容が、資質・能力の３つの柱（「知識及び技能」
「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」）になりました。それを受け、
学習の評価観点も３観点「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に取り組む態度」とし
ます。

【各教科の学習の様子】
教科目標に対して
観点別の実現状況

十分に満足できる＝◎
満足できる＝○

努力を要する＝△
教科別評定（３年生）以上
十分に満足できる＝３

満足できる＝２
努力を要する＝１ ただし１年生の１学期は

満足できる＝○
努力を要する＝△

の２段階で評価します。

※評価の観点やあゆみの見方については、別途お便りでお知らせします。



児童支援専任について

• 担任はもたずに、全校の児童に関わり
ます。

• 不登校、発達障害、人間関係上のトラブ
ル、家庭での不安等様々な課題を抱え
る児童・保護者の困り感に寄り添い、課
題解決のために組織的対応を行うコー
ディネートをします。

• 小中連携の窓口にもなっています。

• いつでも気軽に声をかけてください。



• いじめ・暴力防止への対応

• 教育相談活動

（児童・保護者・カウンセラーとの連携）

• 人間関係調整力の育成

（横浜プログラムの推進・実践）

• 社会資源活用のための連携の窓口

（地域、幼・保・小・中、児童相談所、警察、区役
所、療育センター等）

• 上郷のきまり 周知・徹底

（規範意識の醸成）







活動目的について
発表に向け、聴くことを大切にしなが
ら合唱活動を行います。

対象は、4・5・6年生です。

練習曜日 木曜日

活動時間 １３：３０～１４：００

令和６年度の発表予定

敬老の集い
キラキラフェスタ
上郷音楽会

音楽朝会



何にでも興味を
もち、対話を楽
しみながら、意
欲をもって学ぶ
子を目指します。

きまりを守り、自分の
よさ・友達のよさを見つ
け、相手の気持ちを考
えて行動できる子を目
指します。

地域の人々との関わ
りを通して、進んで人
に関わろうとする子
を目指します。

様々な活動を
通し、日本と世
界の文化に関
心をもてる子を
目指します。

進んで体を動
かしたり、衛生
に気をつけた
りできる子を
目指します。



スマイル
２年生と一緒に

学校のいろいろなとこ
ろを案内をしてもらい、
どんな教室があるのか、
どんな人がいるのかを学
んでいきます。

なかよし班活動

1年生から6年生までが
縦割りの班を作って、仲
良く活動します。

６年生と一緒に

掃除の仕方を教わりなが
ら、きれいな環境ですご
すよさを学びます。

職員や地域と

学校職員、地域、幼
保小交流など、関わり
を大切にします。

小学生として最初の一歩
をふみ出すため、たくさ
んの人が関わって学校生
活をスタートします。学
校大好き！と言えるよう
に学校全体で支えます。



なかよし
誰もが安心できる楽しい学校生活。

一人一人が個性を発揮しながら生き生きと学ぶ。
成長する喜びを感じられるように。

温かい関わり

日々の様々な出来事を通
して、友達との温かい関係
作りを学びます。

学ぶ喜び

自分の考えをもち、友達
と伝え合うことで、互いの
個性を大切にしながら学び
ます。

１年生と一緒に

学校探検などを通して１年生と関
わります。下級生との関わりを通し
て、自らの成長に気づき、喜びを感
じられるようにします。



人や地域・自然を大切にし、
地域の特徴を理解して、そ
こで働く人たちに進んでか
かわる子を目指します。

様々な活動を通し、
日本と世界がつ
ながっていること
を知り、社会に興
味をもつ子を目指
します。

食事・すいみん・
運動の大切さを
理解し、元気に
生活する子を目
指します。

学習内容に関心
をもち、対話のよ
さを感じながら、
問題解決に向け
て意欲的に取り組
む子を目指します。

きまりを守り、自分のよ
さ・友だちのよさを見つけ、
お互いに認め合って行
動する子を目指します。



言われたことをやる、
ができてきたら、言われ
る前に自ら考え、行動
できるような子どもたち
を目指します。そのため
に、自ら考えてやろうと
した過程を認めていき
ます。

相手の話を聴く姿勢が
意識できるようにします。
自分の理解だけでなく、
「どのように聴くと相手がう
れしいか、安心するか。」
という相手の気持ちも想像
できるようにしていきます。

色々な教科の学習や
行事を通して、学校や
まちと関わり、自分の
よさと友だちのよさ、学
校や地域のよさに気づ
き、大事にしようとする
気持ちの醸成を目指し
ます。

中学年になった３年生。理科、社会、習字など新しいことがたくさん
始まります。新しいことも、少し苦手だと思うことも、子どもたちが自分
なりの力を発揮して「チャレンジ」ができるように支援していきます。

力いっぱいチャレンジ！！



うまくいかないとき、誰かが支えてくれる学年を目指します。誰かを支
えてあげることで、自分の心が豊かになることを学んでいきます。

友達のため、クラスのため、学年のため、下級生のため。

誰かのために動ける力を伸ばしていきます。

失敗を恐れず、積極的にチャレンジしていく行動力を伸ばしていきます。

また、失敗をはげましあえる温かい学年を目指していきます。

上郷小学校の高学年としてかっこよくなりたい！

子どもたちのそんな願いから４つの目標をつくりました。

支える・支えられる

協力する

行動する

子どもたち一人ひとりが４つの目標を意識し、最高の1年間を
送れるように支援していきます。

考える
今なにをすべきなのか。まずは、自分のすべきことを判断する。その上で、友
達と一緒に考えたり、クラス全体で考えたりする力を伸ばしていきます。



自ら問題を見出し、
豊かな関わり合
いを通して、周り
と協力しながら問
題解決に向かう
子を目指します。

体の健康を守る
ため、正しい生
活習慣を送る子
を目指します。

日本と世界の社
会や歴史、文化
を学ぶ活動を通
して、国際社会
に目を向ける子
を目指します。

きまりを守り、自分や相
手のよさを見つけ、互い
を尊重し合い行動できる
子を目指します。

地域の環境や特徴を理解
し、そこで生活する人たち
と進んでかかわる子を目
指します。



いいね！
日々の活動はもちろん、行事や委員会の中で、「自分のよさ

や友だちのよさに気付ける」子どもたちになってほしいという
思いを込めました。また、「よいと思うことを自分で判断し、
行動につなげられる」ように支援していきたいと思います。高
学年は、任される仕事も多くなり忙しくなりますが、苦しいと
きは共に支え合い、嬉しいときは共に喜び合い、みんなで成長
していきたいと思っています。

最高の５年生に
自分がよいと思うことを進ん

でやっていくことが、高学年と
しての責任です。また、下級生
の見本になることも高学年の仕
事です。高学年になった自分達
に「できること」と「やるべき
こと」を考え、実行していく
１年間です。

学校の「顔」として
５年生は、最高学年への準備期間

だと考えています。６年生の姿をよ
く見て、学び、学校生活に生かして
いきます。高学年としてやる気に満
ちている子どもたちと一緒に、いろ
いろなことにチャレンジしていきた
いと思います。

５年生の学習

５年生から、家庭科と外国
語の新しい教科が始まります。
家庭科では、裁縫や栄養など
の学習を通して、家庭生活を
振り返ります。外国語は、５
年生から教科書を使っての学
習になります。区球技大会や
教科の出前授業なども予定し
ています。



Find out!
発見しよう

修学旅行
例年、栃木県日光市

に行っています。歴史
的遺産の数多く残る地
で多くを学び、修学旅
行として友達との絆を
深めていきます。

１年生のサポート
学校生活にまだ慣れてい

ない１年生のお助けマンと
して活動します。例えば、
教室での荷物整理のお手伝
いをしたり、給食の時に牛
乳パックの開き方を教えた
り、休み時間に一緒に遊ん
だりします。これらの取り
組みで最高学年としての意
識を高めていきます。

なかよし班活動
１年間、６年生が

リーダーとなり、班活
動を計画・運営します。
見通しをもって活動す
る力や主体性、下級生
のことを思いやる力や
協調性を養っていきた
いと思います。

卒業に向けて
卒業文集や卒業アル

バム製作を作ったり、
その他に何かできるか
考えたりして子ども自
身が主体となり、自分
たちの卒業を「最高」
にするための取り組み
を行っていきます。



体験を通した学習

個々に合わせた学習

一人ひとりに
合った学習内容
や学習形態

たてわり学習
たてわりや
体験を

重視した活動

上級生が下級生をサ
ポートし、下級生は上
級生の姿をお手本にし
ながら活動することで
一人ひとりが自信をも
って学習に取り組んで
います。

学年園で育てた野菜を
使って調理をしたり、先
生方に向けて販売したり
していく体験を通して、
自立に向けた活動を行い
ます。

教科によって、交
流級で学習します。
行事は交流級で参加
し、色々な友達と協
力します。

交流級での学習

教科によって、発
達段階に合わせた少
人数グループで一人
ひとりに合った学習
をします。


